
第２回亀山市新庁舎整備基本計画等検討委員会事項書 

日時：令和 2 年 1 月 29 日（水）14:30～

場所：亀山市役所本庁舎 3 階 理事者控室 

１．委員長あいさつ  

２．新庁舎整備基本計画策定に係る検討内容及び工程等について 

３．報告事項 

（１）先進地視察の報告について 

（２）市民ワークショップ等の報告について 

４．協議事項  

（１）新庁舎整備の基本的な考え方について 

（２）行政機能の集約について 

（３）新庁舎の機能と性能について 

（４）事業計画の検討について 

５．その他 







新庁舎整備基本計画策定に係る検討内容及び工程 

【検討内容】

令和元年度                                      令和２年度                                      令和３年度 

資料１ 

4. 規模及び配置計画等 
新庁舎や駐車場の規模、敷地
の配置計画など

6. 事業計画 
事業手法、事業費の算定、財
源など

建
設
予
定
地
決
定

中

間

案

1. 新庁舎の基本的考え方 
基本構想の概要など基本的
な考え方の整理

2. 新庁舎の機能 
6つの機能と分散する機能の
集約など 

3. 建築構造等の方針 
耐震性能、環境性能、ユニバ
ーサルデザインなど

5. 建設候補地の選定 
５箇所程度の候補地の比較
検討

分散する機能をどこまで集
約するかを先に検討する。

５箇所程度に選定する。

事業手法の比較 
検討を行う。

規模や建築構造などが決まってき
たら事業費を計算する。

庁内組織で候補地を調査する。

新庁舎整備基本計画等検討委員会

計

画

策

定

2.新庁舎の機能 

（行政機能集約）

中間案(1～3)の検討 
建設候補地の検討 

2～6の検討 最終案(1～6)の検討 
建設予定地の決定 
(検討委員会案)

建設予定地の検討 
(検討委員会案)

パブリック 
コメント 

ワーク 
ショップ 

市民・各種団体等 

※必要に応じて意見聴取（交換）を行う。 

５箇所程度から１箇所に決定する。
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新庁舎整備に関する視察報告書 

新庁舎整備基本計画の策定に関し必要な事項について検討するにあたり、亀山市新庁舎整備基本

計画等検討委員会において、他市町の新庁舎を視察したので、下記のとおり報告する。

【視察目的】 

新庁舎の整備方針や導入する機能・性能、候補地選定の考え方、市民等への意見聴取方法など、

計画策定の参考とするため、近年開庁した他市町の新庁舎の視察を行う。

【視察先・視察日】 

視察先 視察日 

いなべ市 令和元年 8月 30 日（金） 

伊賀市 令和元年 10 月 4日（金） 

北方町（岐阜県） 令和元年 10 月 16 日（水） 

【３市町の概要】 

項目 いなべ市 伊賀市 北方町(岐阜県) 

人口  45,640 人  91,349 人 18,465 人

職員数(庁舎内)  360 人  540 人 80 人

新庁舎開庁年月  令和元年 5月 平成 31年 1 月 平成 28年 5 月

敷地面積  36,880.00 ㎡  17,104.5 ㎡ 5,760.36 ㎡

建築面積  8,956.53 ㎡  3,902.5 ㎡ 2,690.11 ㎡

延床面積  15,479.67 ㎡  14,288.7 ㎡ 5,220.53 ㎡

構造 

鉄筋コンクリート造 
（一部鉄筋鉄骨コンク
リート造・鉄骨造） 

鉄骨造 鉄骨造 

基礎免震構造(行政棟) 基礎免震構造 基礎免震構造 

階数  地上 2階、地下 1階  地上 5階  地上 3階

駐車場  520 台
673 台

職員用 140台は借地

100 台

職員用は借地

建設費用 
 89 億円

※にぎわいの森除く 

64 億円

(建設工事 51.4 億円)
19 億円

財源 
基金、合併特例債、一般
財源 

合併特例債(72%)、基金
(23%)、一般財源(5%) 

地方債(64%)、国庫補
助 (1%) 、一般財源
(35%) 

※人口は令和元年 10月 1 日現在  

資料２ 
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１．いなべ市

（１）視察日：令和元年 8月 30 日（金）

（２）視察者：委員  ：岩佐憲治（副委員長）、鈴木壽一、宮﨑麻由、松本久弥、笠井真人 

事務局：井上和哉（契約管財ＧＬ）、小林久晃（同Ｇ主任主査）

（３）視察内容

平成 26 年 3 月に本市の基本構想と基本計画を合わせた形となる「新庁舎整備基本方針」を

策定し、その際に建設予定地も決定している。それから令和元年 5月に新庁舎を開庁している

ので、約 5年で整備を行ったことになる。基本方針については、職員の意見を中心の取りまと

め、その後パブリックコメントにより市民の意見を聴取している。その他の市民の意見聴取と

しては、地元自治会や地権者への説明会、旧町単位での計画地説明会等を実施している。 

いなべ市は、合併時に分庁方式を採用しており、それぞれの旧町役場に行政機能を分散させ

ていた。新庁舎に行政機能を集約するにあたって、各庁舎の在り方を検討した結果、最終的に

は証明書の発行と書類の受取りのみを行う窓口として存続させることとなった。広く空いた事

務所については、現在活用方法を検討している。これまで、本市と同様に決裁や会議など分散

によるロスがあったが、集約することで業務の効率性が向上し、特に部署間の連携がスムーズ

になったことが大きいという。市民にとっても一箇所で手続きが済むということで利便性が向

上しており、支所やコンビニでも証明書の交付を受けることができるので、新庁舎への集約に

よる影響はほとんどないということである。集約によって遠くなるところについては、市民要

望としてバスルートの変更など、交通弱者への対応を行っている。 

基本方針を策定した後、新庁舎を整備していく過程では、いくつか方向性を見直している。

一つ目は、にぎわいの森計画の具現化である。行政手続きを行うだけの庁舎では意味がなく、

もっと人が集まる庁舎にということで検討を重ねた結果、まちづくりの拠点となる場所として

にぎわいの森エリアの整備を決定している。二つ目は、保健センターの設置である。各庁舎の

狭いスペースで健診等を行っていたが、新庁舎の隣に保健センターを建設し一元化している。

三つ目は、各庁舎の在り方である。様々な拠点づくりに活用する方向性であったが、前述のと

おり総合窓口業務を行う支所としての役割を果たすこととなった。 

（４）施設概要

①防災関係 

防災課の隣に可動式のパーテーションで仕切られた災害対策本部となる部屋があり、平常時は庁

議室として使用している。
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②窓口・サイン 

1 階には来庁者の多い戸籍市民、税務、保健福祉、環境部門を配置している。プライバシー保護

のため、カウンターは仕切られている。待合や通路の広さも十分である。2階は天井が高いところ

もあり、吊り下げ式のサインが設置できず、カウンターに設置している。位置が低いため重な

り合って見えづらく、現在では案内板を増やして対応している。 

③議会関係 

議会棟として別棟になっており、議会関係のみの利用で多目的には利用しない。 

議員席と理事者席の 1列目がフラットになっている。答弁席はスロープが設置されている。

傍聴席には親子傍聴席（防音）が設置されて
いる。 

傍聴席へはスロープでアクセスできるが、手
すりが片側のみである。 
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④書庫 

合併時に 4町の簿冊管理の方法が違ったため、ファイリングシステムを導入している。地下

に大きな書庫があり、十分なスペースを確保している。 

⑤ユニバーサルデザイン 

点字ブロックについては、車椅子利用者や高齢者にとっては通行しにくく、転倒の危険もあ

るため、ブロックを総合案内までとし、必要な時は職員が誘導を行う。 

【子ども連れ来庁者への配慮】 

⑥トイレ 

全ての箇所に多目的トイレが設置されている。

⑦セキュリティ 

棟を分けているため、閉庁日はシビックコアのみを開放し、行政棟や議会棟には市民が出入

りできないようになっている。職員はカード認証により出入りを行う。 

福祉課の待合スペースには、キッズスペー

スが設置されている。また、行政棟 1階と

保健センター1階に授乳室が設置されてい

る。 
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⑧空調 

防災課以外は集中式空調であり、管財担当で入切や温度な

どを管理している。2階は床吹出し空調となっている。 

⑨駐車場 

正面に来客用として 120 台、裏側に公用車用と道路を挟んで職員用が合わせて 400 台の計

520 台を確保している。開庁当時は混雑したが、現在は落ち着いている。土日ににぎわいの森

への来客が多いが、職員用駐車場で対応できる。 

⑩食事スペース 

シビックコア 1階に食堂があり、行政棟地下に弁当等を食べる休憩スペースがある。

⑪喫煙所 

設計当時は庁舎内に設けていたが、健康増進法の改正を見越して変更した。現在は、敷地内

全面禁煙となっている。 
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２．伊賀市

（１）視察日：令和元年 10 月 4日（金）

（２）視察者：委員  ：小松  尚（委員長）、小河明邦、鈴木壽一、小林智子、宮﨑麻由、 

松本久弥、笠井真人、太田淳子 

事務局：田中直樹（財務課長）、井上和哉（契約管財ＧＬ）、小林久晃（同Ｇ主任主査）

（３）視察内容

伊賀市は、伊賀市庁舎整備計画を策定するにあたり、中間案で市民意見交換会を 10 地区で

11 回開催し、最終案でパブリックコメントを実施して意見聴取を行っている。職員からの意見

聴取は行っていない。また、立地方針変更（移転）により 50％の投票率には達しなかったもの

の住民投票が行われたという経緯がある。 

新庁舎の延床面積については14,288㎡であり、延床面積としてはほとんど変わっていない。

ただし、建設費を 51 億（1 ㎡当たり 36 万円）と抑えており、延床面積ではなくコスト縮減で

公共施設等総合管理計画との整合を図っている。 

そのコスト縮減については、鉄骨構造の採用や市長室、議場を含む内装グレードの見直し、

太陽光発電の不採用など、ライフサイクルコストを意識して決めている。特に、2 階以上の天

井高を低くすることで、建設コストを抑える工夫をしている。その際、執務室については天井

ボードを取りやめ、天井ボードのある廊下等については仕切りのない広い空間とすることで、

圧迫感を感じさせないようになっている。また、ゼネコン各社の繁忙状況の情報収集を行い、

手持ち工事量が低水準で、競争原理が働く時期に工事発注を行っている。ただ、実際使用して

みると「大会議室の定員 80 人が小さかった」「更衣室のロッカー上下 2段式は使い勝手が悪い」

「食堂を 104 人席分としたことで、窓口以外の職員は自席で昼食をとる」など、不便なところ

も出てきているとのことであった。 

防災機能については、免震構造を採用し、自家発電発電や水の備蓄は 72時間分としている。

食堂は有事の際に災害対策本部として使用するということで、図面を広げやすいようテーブル

を大きくしてある。食堂の席数が104人分となったのも災害対策本部と兼用するためであるが、

緊急時にしか使用しない部屋の有効活用の仕方も十分検討する必要がある。 

最後に、庁舎を移転したことによる新庁舎へのアクセスであるが、移転時の市民要望であっ

たバス停の設置をしたことで、開庁後には特に混乱はないということであった。 

（４）施設概要

①防災関係、食事スペース 

総合危機管理課の隣に災害対策本部とな

る部屋があり、平常時は休憩室として使用し

ている。 

席数は職員 540 人に対して 104 席で、主に

1 階、2 階の窓口業務にあたる職員が使用す

る。それ以外の職員は自席で食事をする。 
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②窓口・サイン 

1 階に戸籍住民、保険年金、高齢者・障がい者福祉を、2階に税務、子ども未来、医療福祉、

市民生活を配置し、1 階と 2 階をエスカレーターで行き来できるようにしている。待合や通路

の広さも十分である。サインは白黒基調で統一されており、トイレのサインは手裏剣の形にな

っている。 

③議会関係 

議会関係のみの利用で多目的には利用しない。白黒基調であるが、最上階で自然採光もある

ので明るい。理事者側の 1列目、答弁席がフラットになっている。 

④書庫 

建設コスト縮減のため、旧庁舎の書庫の床面積の 7 割程度に抑えてある。3 割は廃棄または

使わなくなった公共施設を使用して保管している。 

議員全員協議会室 議場出入口スロープ 
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⑤ユニバーサルデザイン 

点字ブロックについては、車椅子利用者や高齢者にとっては通行しにくく、転倒の危険もあ

るため、ブロックを総合案内までとし、必要な時は職員（コンシェルジュ）が誘導を行う。 

⑥トイレ 

各階に 2か所ずつトイレが設置されている。 

⑦セキュリティ 

時間外については、時間外受付があり、宿日直業務を委託している業者に出入りの確認をさ

せている。 

⑧空調 

集中式空調であり、管財担当で入切や温度などを管理している。 

⑨駐車場 

来庁者等 163 台、職員用 430 台、公用車

80 台の計 673 台分を確保している。そのう

ち 140 台は将来的に人口減少に伴う職員の

減少も考慮し、借地としている。 

⑩喫煙所 

建物内禁煙とし、屋外に 1か所の喫煙ブースを設けている。 
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３．北方町（岐阜県）

（１）視察日：令和元年 10 月 16 日（水） 

（２）視察者：委員  ：小松  尚（委員長）、鈴木壽一、小林智子、松本久弥、中島  徹、笠井真人、 

太田淳子、古川  万 

事務局：田中直樹（財務課長）、井上和哉（契約管財ＧＬ）、小林久晃（同Ｇ主任主査）

（３）視察内容

北方町は、平成 22 年度に耐震補強工事を実施したが、防災拠点機能の観点から新庁舎建設

の検討に入り、平成 24年 12 月に係長級職員で基本構想を策定した。翌年 8月には幹部職員が

議会と協議しながら基本計画を策定した。町民への意見聴取については、基本計画の最終案で

パブリックコメントを実施したほか、住民懇談会や他計画と一緒にアンケートを行うなど、

様々な機会を利用している。また、プロポーザルの選考段階で意見を募り、設計段階でも時期

を 2回に分けて約 800 人から意見を聴いている。 

庁舎の建設地については、事業が中止となった県営住宅建設予定地の一部を県から購入した

場所であり、旧庁舎からも近い場所となっている。浸水想定区域外ではあるが、嵩上げを行っ

ている。 

市庁舎はまちの玄関であり、玄関が明るくなったことで、まち全体が明るくなったと町民か

らも評価を得ているという。特に、基本計画でも「住民協働の拠点」を基本方針の一つに掲げ

ており、1 階には「つどいの広場」「いこいの広場」「まなびの広場」の 3 つのスペースを設け

て町民に開放していることで、人が自然と集まってくる庁舎となっている。 

一方で、明るくて開放的である反面、執務スペースが十分でないという課題がある。狭隘と

いうよりは今がジャストサイズであり、庁外にある機能の集約や組織変更に対応できない。人

口減少やＡＩなどの普及によりスマート自治体への転換が図られていくことが予想され、今後

の職員数の推移を考えていくと、執務スペースも含めた庁舎全体の規模も十分検討していく必

要がある。 

（４）施設概要

①防災関係 

町長室・副町長室、防災安全課と同じ 2 階に

災害対策本部となる部屋があり、平常時は大会

議室として使用している。 

②窓口・サイン 

1 階に戸籍住民、保険年金、健康福祉、税務、

教育委員会を配置し、転入転出から転校手続き

などワンフロアで全ての手続きができるように

なっている。待合や通路の広さも十分である。

サインは色分けされており、一目で識別できる。 
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③議会関係 

議場は、演壇を中心に議長席、理事者席、議員席、傍聴席が向かい合うように配置されてい

る。現在は、議会関係のみの利用であるが、全面フラットで机や椅子を収納できるため、多目

的利用もできる。 

④書庫 

旧庁舎の書庫と同程度の床面積を確保している。また、1階には耐火書庫を設置している。 

⑤ユニバーサルデザイン 

点字ブロックについては、車椅子利用者や高齢者にとっては通行しにくく、転倒の危険もあ

るため、ブロックを総合案内までとし、必要な時は職員が誘導を行う。 

⑥トイレ 

多目的トイレも各階に設置されている。 

議場と廊下が完全にフラットであるため、

傍聴席へもスロープを使わずに出入りでき

る。 
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⑦セキュリティ 

時間外については、時間外受付にて職員が対応している。夜間・休日出入口から先はシャッ

ターにより閉鎖し、職員しか入れないようになっている。 

⑧空調 

集中式空調で出力を落として稼働している。夏は涼しいが、冬は寒いという。 

⑨駐車場 

敷地内に来庁者用に約 100 台と公用車分を確保している。職員用は借地で、月 1,000 円の

使用料を徴収している。 

⑩食事スペース 

弁当等を食べる休憩スペースがある。執務室では

食事をすることができない。奥のスペースは畳が敷

かれており、災害時等に仮眠ができる。壁を斜めに

してスペースを広くしている。

⑪喫煙所 

1 階と 3階の 2か所に設置していたが、令和元年 7月より敷地内禁煙としている。 

⑫市民交流スペース 

いこいの広場 

まなびの広場 

つどいの広場 



















コラボレーションプログラムの基本計画への反映 

ワークショップでの意見 

 ワークショップでの意見の整理 基本計画の該当・反映箇所
・観光地の魅力を発信し、現在の里山の宝（自然・歴史等）、地域の祭り、伝統行事を継承する Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 １．基本理念と基本方針 （１）基本理念（２）基本方針

 ・若い人が住みたくなり、子供・高齢者・外国人にやさしく、世代間交流が活発でにぎわいがあり、ゆとりのあ
るまちづくりを進める

 Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 １．基本理念と基本方針 （１）基本理念（２）基本方針 

 ・商業施設や大型ショッピングセンター、プロスポーツチーム、大学、リニア新幹線駅を誘致し、雇用の充実、
ＵＩＪターンによって活性化を図る

 Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 １．基本理念と基本方針 （１）基本理念（２）基本方針 

・公共交通機関が利用しやすく、自家用車がなくても生活できる利便性の高いまちとする Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 ３．新庁舎の整備方針 （２）安心へつながる庁舎
近傍において新庁舎整備するなど、都市機能の集約を図る Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 ３．新庁舎の整備方針 （２）安心へつながる庁舎

・無理のない財政運営に加えて、人口増加によって財政力の向上を図る Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 １．基本理念と基本方針

  Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 ３．新庁舎の整備方針 
１．防災拠点機能 
１．安全性

（２）安心へつながる庁舎 
（１）拠点施設 

・ユニバーサルデザインやバリアフリーに配慮 人にやさしい ４．快適性
・動線が効率的で、窓口機能が充実しワンフロアで手続きが完結し、駐車場が広く、使いやすい
・交流スペースや相談窓口があり、 来訪者が気軽に立ち寄り、集うことができる （１）交流機能

 ・豊かな土地を活かした低層建築物で、自然や景観に調和するとともに、デザイン性が高い  Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 ３．新庁舎の整備方針 
３．環境性

（１）
（３）周辺環境への配慮

・コストの抑制、エネルギーの自給（災害時を含む）、ＡＩの活用によって経済的でスマート ２．経済性，３．環境性 ５．利便性
・駅、商業施設、飲食店、スポーツ施設、文化会館、学校、公園などの機能を有した複合施設 Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 ３．新庁舎の整備方針 （２）安心へつながる庁舎

歴史・文化・魅力を学び・知るとともに情報発信し、まちづくりの機運を醸成する （２）情報発信機能

・幅広い世代が集い、施設やサービスの利用やイベントの参加を通じて、 地域交流を図る （１）交流機能
専門家の支援を通じて、得意分野や生きがいをみつける

・会議室や議場などの よって、 財産を賢くスマートに使う ３．議会機能
・心が和むＢＧＭ・アロマ、ミニコンサート、健康体操、緑豊かな空間によって癒やしを提供する （１）交流機能
・喫茶・食事、みやげ物を販売・提供し、情報発信するとともに災害時（炊き出し）にも備える ５．利便性
・既存施設（あいあい等）の有効活用や役割分担により切れ目ないサービスを提供する Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 ２．行政機能の集約

ボランティア等専門性を有する人、 Ⅵ．事業計画の検討 予定 １．事業手法
同時に、コーディネーターや次世代の人材を育成する （１）交流機能

・明るくて、あたたかみがあり、バリアフリーに配慮され、開かれた庁舎 ４．快適性
 ・ゆったりし、地元の木材等を使用して和みと癒やしを与える庁舎   ３．環境性 （２）省エネルギー技術の導

入、環境負荷の低減
 ・解体を見据えた設計、エネルギーの利用等によるライフサイクルコストの抑制とお金の透明化   ２．経済性 （１）ライフサイクルコストの

低減
・アクセスがし易い（ 近く、公共交通機関の利用）、中心部における整備 Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 ３．新庁舎の整備方針 （２）安心へつながる庁舎
・ 関わり方を議論し、話し合いやコーディネートの場を確保する Ⅵ．事業計画の検討 予定 １．事業手法

が強くなる Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 １．基本理念と基本方針 （１）基本理念（２）基本方針
 ・設計・建設・運営の各業務 ・提案を採用するとと 審査・評価を受け、

庁舎 サービスを提供する（プロセスの透明化）
 Ⅵ．事業計画の検討 予定  １．事業手法  

 ・放課後に遊ぶ・話す、同年代の親・子どもの交流、電車・塾までの時間調整、伝統行事や芸能等の継承による

→必要な空間：ゆっくりでき、座れて、話せて、飲食できる開放的なスペース、キッズスペース、学習スペー
ス、広い広場、商店、公共交通機関の拠点、駐車場

４．快適性 
５．利便性 

 ・ロビーコンサート、地域物産のマルシェ等による 、市会議員との交流 
→必要な空間：オープンスペース（ステージがある）、公共交通機関の拠点、駐車場

３．議会機能 

 ・ＵＩＪターンの拠点、個別の相談空間（役所の機能）、自治会活動の場、行政へ提案の場、地域との両方向通信 
→必要な空間：ＰＣや情報を調べる・発信する設備、シェアオフィス、公共交通機関の拠点

 ・学習・スポーツの拠点 
→必要な空間：大学・短大・専門学校、ドローンの飛行場

新庁舎の姿 

（第１回・ワーク②） 

新庁舎でできると 
よいこと 

（第２回・ワーク①） 

新庁舎に相応しい 
デザイン・環境整備 
（第２回・ワーク②） 

深まる庁舎 

（第３回・ワーク①②） 

将来のまちの姿 

（第１回・ワーク ） 

資料４ 



グループインタビューでの意見 

 グループインタビューでの意見の整理 基本計画の該当・反映箇所
・ ４．快適性
・施設（ハード）とサービス（ソフト）の両面において 気軽に行くことができる ４．快適性
・明るく、あたたかみのある空間、畳を使う ４．快適性
・駐車場・駐輪場、ロビー、廊下、待合スペース、窓口にゆとりがあり、施設全体に開放感がある
・執務室、打合せスペース、収納スペースが確保され、執務空間が機能的かつ効率的で、働きやすい ４．執務機能
・憩い、学習、交流ができる、利便施設やフリースペースがある

 ・公共交通機関の便が良く、 来訪者がアクセスしやすい場所  Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 
Ⅳ．新庁舎の建設候補地（予定）

３．新庁舎の整備方針 （２）安心へつながる庁舎 

・豊かな土地を活かして、広く、駐車場・駐輪場が確保できる場所 Ⅳ．新庁舎の建設候補地（予定）
 ・加太・井田川からも、 アクセスしやすい場所  Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 

Ⅳ．新庁舎の建設候補地（予定）
３．新庁舎の整備方針 （２）安心へつながる庁舎 

の自然・歴史・文化と連携・調和 顔となる場所  Ⅱ．新庁舎整備の基本的な考え方 
Ⅳ．新庁舎の建設候補地（予定）

１．基本理念と基本方針 （１）基本理念（２）基本方針 

新庁舎で 
重視すべきこと

新庁舎の建設場所
























